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複数出力、高電流電源の入力コンデンサの個数を最少にする
LTC1628-SYNC － デザインノート249
Wei Chen

はじめに
広帯域ネットワーキングおよび高速コンピューティング・
アプリケーションでは、FPGA、フラッシュ・メモリ、
DSP、マイクロプロセッサに電源を供給するために複数の
高電流・低電圧電源が必要です。たとえば、12V入力か
ら、CPUに1.5Vの電源を供給するために最大60Aの電流、
メモリに2.5Vの電源を供給するために最大15Aの電流を必
要とするようなケースがあります。カスタマイズされた
DC/DCモジュールは一般に高価であり、また同期化を図る
ための外部回路が個々の電源のコストをさらに増やしま
す。

新しく発表されたLTC®1628-SYNC PolyPhaseTMコント
ローラは、簡単かつ低コストのソリューションを提供でき
ます。LTC1628と比較すると、LTC1628-SYNCには外部
同期をイネーブルするPLLINピンがあります。LTC1628-
SYNCをLTC1629と組み合わせることによって、60A
CPU電源用の真の3フェーズ回路を実現し、LTC1628-
SYNC回路の第2出力を使用してメモリ電源を生成すること
ができます。メモリ電源に使用するチャネルは、CPU電源
に使用する他の3つのチャネルとは異なる位相で差し挟ま
れるため、入力バスの正味リップル電流がさらに低減され
ます。そのうえ、LTC1629の差動アンプによって真のリ
モート・センスが可能となり、CPU電源ピンでの正確な電
圧安定化が保証されます。

設計の詳細
図1にブロック図、図2に回路図を示します。12個のSO-8
MOSFET（FDS7760A）と2個のSSOP-28コントローラだ
けで、1.5V/60A出力で85%の効率、2.5V/15A出力では
88%の効率を達成します。

表1はPolyPhase設計と従来の1フェーズ設計の入力リップ
ル電流要求を比較したものです。PolyPhase手法では、入
力容量がほぼ60%低減されています。

　 、LTC、LTはリニアテクノロジー社の登録商標です。
PolyPhaseはリニアテクノロジー社の商標です。

表1. 1フェーズ構成とPolyPhase構成の入力リップル電
流および入力コンデンサの比較

ワーストケースの 入力コンデンサの
入力リップル 個数： OS-CON

フェーズ 電流（ARMS） 16SP270M、65℃

1フェーズ 23.4 7

PolyPhase 10.2 3
（LTC1629＋
LTC1628-SYNC）

図1. 2出力電源のブロック図
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図2. 2出力回路の回路図： 12V入力； 1.5V/60A、2.5/15A出力

データシートのダウンロード
http://www.linear-tech.co.jp/ds/j1628sf.html

まとめ
LTC1628-SYNCの同期化機能により、必要な入力コンデ
ンサの個数を減らし、入力バスでのビート周波数を防止す
ることができます。LTC1629と組み合わせることにより、

複数出力アプリケーションに対し3フェーズ・ソリュー
ションを効果的に提供し、電源全体のサイズとコストを最
小限に抑えることができます。

3つ以上の出力を持つアプリケーションの場合、複数の
LTC1628-SYNCとLTC1629を組み合わせて、マルチフェー
ズ動作を実現することができます。詳細はLTC1628-SYNCの
データシートを参照してください。
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